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第 章3 自然が累々と創り上げた洞窟

１
１
０
０
年
前
の
富
士
山
噴
火

に
よ
っ
て
で
き
た
洞
穴

　

富
士
山
北
西
部
の
麓
に
広
が
る
青

木
ヶ
原
樹
海
。
貞
観
６
（
864
）
年
の

噴
火
に
よ
っ
て
熔
岩
が
流
出
し
て
固

ま
っ
た
。
そ
の
広
さ
は
25
㎢
に
の
ぼ

る
。
噴
出
後
、
約
１
１
０
０
年
が
た

つ
が
、
表
面
に
流
出
時
の
原
形
を
ほ

ぼ
保
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
ア
カ
マ

ツ
や
ヒ
ノ
キ
、
ツ
ゲ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど
が
生
え
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
一
般
の
山
林
で
は
木
は
下
へ
伸
び

る
が
、
こ
の
樹
海
の
木
々
は
熔
岩
が

地
面
を
は
っ
て
い
る
た
め
木
の
根
は

横
根
と
い
っ
て
横
へ
伸
び
、
複
雑
に

者
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

熔
岩
流
出
時
に
で
き
た
洞
窟
は
、

大
小
合
わ
せ
、
わ
が
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
13
穴
に

の
ぼ
る
。

　

青
木
ヶ
原
に
広
が
る
風
穴
は
、
ど

う
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
の
か
。
一
般

的
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
噴
火
時
、

各
所
か
ら
押
し
出
し
た
熔
岩
の
内
部

が
ガ
ス
体
を
含
み
、
そ
れ
が
外
部
か

ら
さ
め
て
収
縮
す
る
際
、
内
部
は
ま

だ
高
熱
の
た
め
、
外
部
か
ら
の
圧
力

に
よ
っ
て
外
皮
の
弱
い
部
分
が
破

れ
、
ガ
ス
が
溶
岩
を
吹
き
出
し
た
後

の
空
洞
だ
と
い
う
も
の
。
確
か
に
、

ど
の
風
穴
を
見
て
も
洞
口
は
荒
々
し

く
削
ら
れ
た
自
然
の
ま
ま
だ
。

　

魔
界
・
青
木
ヶ
原
樹
海
に
房
わ
し

い
神
秘
的
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

あおきがはらじゅかい 山梨県

魔界・青木ヶ原樹海に
広がる洞窟をゆく

富
士
山
北
西
部
に

群
れ
る
熔
岩
地
帯

富士山麓に広がる青木ヶ原樹海は、木々がうっそうと繁り、
この原生林に入ると方向感覚がうせる

溶岩の上に生える木々は、「横根」といって、根を横へ広げて
いる

か
ら
み
あ
っ
て
い
て
独
特
の
風
景
を

織
り
な
し
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
樹
海
内
は
、
密
林
の

様
装
で
静
寂
そ
の
も
の
。
東
西
南
北

の
方
向
す
ら
分
か
ら
な
く
な
る
。
熔

岩
か
ら
は
磁
気
が
発
生
し
て
い
て
方

向
針
を
狂
わ
す
。
こ
こ
十
数
年
、
樹

海
内
で
の
自
殺
者
は
絶
え
な
い
。
地

元
富
士
吉
田
署
や
消
防
団
が
協
力
し

て
１
年
に
１
回
、
樹
海
内
を
探
索
し

て
い
る
が
、
平
成
23
年
は
、
約
100
体

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
不
況
が
長
び

く
わ
が
国
だ
が
、
こ
こ
数
年
の
自
殺

洞内に見られる
１mもの珍しい「氷

ひょう

筍
じゅん

」

富士風穴
現地ガイド／
富士エコツアーサービス・福田健史氏

　

県
道
鳴
沢
富
士
宮
線
の
途
中
か
ら

精
進
湖
登
山
道
に
入
っ
て
約
２
㎞
。

樹
海
内
の
そ
こ
は
「
天
然
記
念
物
富

士
山
原
生
林
及
び
青
木
ヶ
原
樹
海
」

と
な
っ
て
お
り
、
異
様
な
原
生
林
光

景
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

登
山
道
の
脇
に
「
富
士
風
穴
」
の

位
置
を
示
す
看
板
が
立
っ
て
い
た
。

そ
こ
を
50
ｍ
く
ら
い
樹
海
に
入
る

と
、
人
間
が
口
を
開
け
た
よ
う
な

荒
々
し
い
風
穴
が
あ
っ
た
。
地
表
か

ら
５
ｍ
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
が
入
口

だ
。
幅
10
ｍ
、
高
さ10m
、
奥
行
き

約
200
ｍ
で
、
樹
海
内
最
大
の
洞
穴
で

あ
る
。
洞
内
は
、
な
だ
ら
か
に
下
っ

て
行
く
が
し
ば
ら
く
進
ん
だ
と
こ
ろ

が
平
坦
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と

深
い
洞
穴
の
中
は
真
の
闇
が
存
在
す

る
と
い
う
の
が
実
感
だ
。
温
度
は
０

度
に
近
く
、
肌
寒
い
。
足
元
は
氷
が

張
っ
て
い
滑
り
や
す
い
。そ
の
先
に
、

ラ
イ
ト
を
あ
て
る
と
氷ひ

ょ
う

筍じ
ゅ
ん

が
見
え

た
。
天
井
か
ら
落
ち
て
く
る
水
滴
が

凍
っ
て
、
タ
ケ
ノ
コ
が
伸
び
る
よ
う

に
、氷
が
大
き
く
な
る
。
毎
年
４
月
、

５
月
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
で
、
円
形
の
氷

筍
は
１
ｍ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
あ

た
り
一
面
に
で
き
る
氷
筍
は
ラ
イ
ト

を
当
て
る
と
青
色
く
光
り
、
壮
観
と

い
う
言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　

夏
場
に
な
る
と
や
や
解
け
て
し
ま

う
が
、
そ
れ
で
も
半
分
ほ
ど
は
残
っ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
深
部

ま
で
、
凍
り
つ
い
た
洞
内
を
、
約
100

ｍ
ほ
ど
進
む
が
、
一
面
氷
の
世
界
。

地
底
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
雰
囲
気
を

か
も
し
だ
す
、
洞
穴
で
あ
る
。

（
入
洞
の
場
合
、
届
出
が
必
要
）

青木ヶ原樹海には大小約50個の洞穴があるといわれるが、その
中で最大の「富士風穴」の入口

■洞窟の問い合わせは、
　山梨県富士河口湖町役場　生涯学習課
　☎0555-72-6053

富士山の右端の点線内に位置するのが、青木ヶ原樹海
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自然が累々と創り上げた洞窟

夏でも氷柱が見られる

富岳風穴

　

国
道
139
号
の
す
ぐ
南
に
位
置
し
、

立
地
が
便
利
な
こ
と
か
ら
入
洞
す
る

人
た
ち
は
多
い
。
こ
こ
は
全
長
約
100

ｍ
、
入
口
か
ら
20
ｍ
の
地
点
で
80
ｍ

の
支
洞
も
あ
る
。
洞
壁
は
全
面
に
わ

た
っ
て
溶
岩
鍾
乳
石
が
表
わ
れ
て
い

て
、
縄
状
溶
岩
も
見
ら
れ
る
。

　

夏
で
も
氷
柱
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

か
つ
て
は
低
温
を
利
用
し
て
山
梨
県

営
種
子
貯
蔵
庫
が
あ
っ
た
が
、
今
は

な
い
。

（
入
場
料
／
大
人
280
円
、
小
人
130
円
）

富士風穴の入口。すぐに地下へ降りるかたちになる入口から、50mほど入ったあたり。案内人の福田さんが、外からの
光と合わせて神々しい風情だ

富士山熔岩洞窟マップ

冬
の
間
に
、天
井
か
ら
落
ち
た
水
滴
が
凍
り
、

ま
る
で
筍
が
育
つ
よ
う
に
な
っ
た
「
氷
筍
」

洞内は床一面が凍り、ヒンヤリ
している

自然の
起伏に富んだ竪穴

鳴沢氷穴

　

こ
の
鳴
沢
氷
穴
は
、
青
木
ヶ
原
樹

海
の
東
側
に
位
置
し
て
い
る
。
洞
内

は
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
式
に
な
っ
て
い

洞穴の中ほど。ここからさらに奥へ入っていく

鳴沢氷穴の底部は氷がはっている

る
の
が
特
徴
だ
。

　

こ
れ
は
110
年
前
の
富
士
山
の
側
火

山
・
長
尾
山
の
噴
火
の
際
、
古
い
寄

生
火
山
の
間
を
灼
熱
に
焼
け
た
溶
岩

流
が
流
れ
下
っ
て
で
き
た
も
の
。
幅

11
ｍ
～
15
ｍ
、
高
さ
１
ｍ
～
３
ｍ
、

総
延
長
153
ｍ
。
環
状
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
順
列
ど
お
り
歩
く
と
出
口
へ

出
る
。

　

入
口
か
ら
階
段
を
下
る
竪
穴
洞
穴

だ
が
、
入
っ
て
す
ぐ
右
左
に
古
井
戸

と
称
す
る
場
所
が
あ
る
。
こ
こ
は
氷

が
一
面
に
張
っ
て
い
て
、
江
戸
時
代

に
は
、
こ
の
氷
を
切
り
出
し
て
馬
車

で
江
戸
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
ほ
ど
。

ま
さ
に
天
然
の
冷
蔵
庫
だ
。
地
底
の

温
度
は
低
く
、
天
井
か
ら
落
ち
た
水

滴
が
固
ま
っ
た
氷
柱
は
４
月
ご
ろ
に

最
高
50
㎝
ほ
ど
に
成
長
す
る
。

　

洞
内
は
、
一
年
中
低
温
が
続
く
。

夏
は
ヒ
ン
ヤ
リ
す
る
。
こ
の
低
温
を

利
用
し
て
、
明
治
時
代
か
ら
周
辺
の

農
家
の
農
作
物
の
貯
蔵
庫
だ
っ
た

り
、
養
蚕
に
も
活
用
さ
れ
た
。
洞
窟

が
こ
の
よ
う
に
地
域
産
業
と
結
び
つ

鳴沢氷穴の最深部へ降りる

最深部はかなり狭くなる

い
た
形
は
珍
し
い
。

　

し
か
も
、
山
梨
県
も
低
温
を
利
用

し
た
県
営
種
子
貯
蔵
庫
を
つ
く
っ
て

い
た
。
い
ま
も
、
洞
内
に
は
貯
蔵
用

の
棚
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
貯
蔵
し

て
い
た
当
時
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。

　

好
奇
心
に
満
ち
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ワ
ー
ル
ド
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

（
入
場
料
／
大
人
280
円
、
小
人
130
円
）

富岳風穴の洞内はヒンヤリしている
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コウモリの
生棲する洞穴

西湖蝙
こ う も り

蝠穴

　

西
湖
畔
の
青
木
ヶ
原
に
あ
る
溶
岩

洞
穴
。
総
延
長
は
350
ｍ
あ
り
、
青
木

ヶ
原
樹
海
中
、
最
長
で
あ
る
。

　

表
面
は
入
口
付
近
を
除
き
、
比
較

西湖蝙蝠穴は、ちょうどこの西湖の湖底にある

的
良
好
に
溶
岩
鍾
乳
石
面
が
発
達

し
、
大
広
間
の
天
井
は
蒲
鉾
形
を
し

て
い
る
。

　

こ
こ
は
他
の
洞
穴
と
は
異
な
り
、

夏
で
も
あ
ま
り
寒
冷
を
覚
え
ず
温
暖

で
、
結
氷
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の

た
め
多
数
の
コ
ウ
モ
リ
群
が
冬
眠
の

場
所
と
し
て
い
る
。
ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ

リ
、
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
コ
キ

ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
が
見
ら
れ
、
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
近

年
は
モ
モ
シ
ロ
コ
ウ
モ
リ
も
生
棲
し

て
い
る
。

（
入
場
料
／
大
人
280
円
、
小
人
100
円
）

崩落の危険が大きい

本栖風穴

本栖風穴の入口

竜宮洞穴は、崩壊がひどいため今は立ち入り禁止

氷筍は夏場になると溶けてしまい、小さくなる（ガイドの福田健史氏）

西湖蝙蝠穴の奥は温暖なため、コウモリたちに好まれる

富士山巡拝の
霊場として

龍宮洞穴

青木ヶ原樹海内の洞穴で、最大規模の西湖蝙
こう

蝠
もり

穴

　

富
士
河
口
湖
町
本
栖
に
あ
る
洞
穴

で
、
第
１
、
第
２
の
風
穴
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
全
長
330
ｍ
と
長
さ
を
誇

る
。
し
か
し
、
洞
壁
に
ほ
と
ん
ど
原

型
を
と
ど
め
ず
、
洞
底
面
に
は
天
井

か
ら
の
落
石
が
散
乱
し
、
危
険
な
状

態
だ
。
ま
た
溶
岩
中
に
含
ま
れ
る
火

山
性
ガ
ス
も
一
部
か
ら
発
散
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
入
洞
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
。

　

富
士
北
麓
の
西
湖
畔
の
青
木
ヶ
原

に
位
置
し
、
全
長
60
ｍ
の
洞
穴
。
洞

口
付
近
一
帯
に
は
、
ほ
ぼ
南
北
の
溶

岩
溝
が
発
達
し
て
い
る
の
が
特
徴

だ
。
洞
穴
近
く
に
、賽さ

い

ノの

海う
み
（
龍
宮
）

神
社
や
石
像
な
ど
も
あ
り
、
古
く
は

富
士
山
道
者
巡
拝
の
霊
場
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
今
は
西
湖
の
祭
で
あ

る
龍
宮
祭
の
神
事
が
８
月
２
日
に
、

こ
の
洞
穴
で
開
か
れ
て
い
る
。
大
正

時
代
に
は
雨
乞
い
の
行
事
も
行
わ
れ

　

青
木
ヶ
原
樹
海
の
洞
窟
を
ガ
イ
ド
す
る

「
富
士
エ
コ
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
10

人
の
ガ
イ
ド
が
い
て
面
白
、
楽
し
く
ガ
イ

ド
し
て
く
れ
る
。

　

コ
ー
ス
は
２
つ
あ
り
、
Ａ
コ
ー
ス
が
西

湖
蝙
蝠
穴
で
コ
ウ
モ
リ
を
観
察
し
た
あ
と

青
木
ヶ
原
樹
海
を
巡
る
。

　

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
樹
海
内
の
ミ
ス
テ
リ
ー

洞
「
富
士
風
穴
」
に
入
洞
し
て
か
ら
大
室

山
を
回
る
。時
間
は
約
４
時
間
。予
約
制
。

　

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
共
、
料
金
は
大
人

６
０
０
０
円
、
中
学
生
４
０
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
０
円
（
昼
食
付
）。

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
５
５
５-

89-

２
０
２
０

〈
富
士
エ
コ
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
〉

て
い
た
と
い
う
。
近
年
、
洞
穴
内
の

崩
落
が
ひ
ど
い
た
め
、
入
洞
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。

　

溶
岩
洞
窟
に
対
す
る
信
仰
は
、
富

士
山
信
仰
と
密
接
に
連
動
し
て
い
る

こ
と
が
、別
項
の
「
船
津
胎
内
樹
型
」

と
と
も
に
色
濃
く
結
び
つ
い
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

〈
富
士
エ
コ
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

１
年
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
洞
窟
ツ
ア

ー
ガ
イ
ド
を
実
施
し
て
い
る
〉

本栖湖


